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要 旨

アレルゲン特異IgE抗 体 測定には,従 来ペーパーディスクによるRAST法 が使用されてきたが,近 年CAPシ ス

テムと呼ばれ る方法が開発 された.今 回我々はCAPシ ステムによる特異IgE抗 体 を測定 し,ペ ーパーディスクに

よるRAST法,プ リックテス トと比較 した.ア レルギー性疾患患者126名 を対象に蛍光酵素抗体CAP法 で15の ア

レルゲンに対する特異IgE抗 体 を測定 し,同 時にペーパーディスクによるRAST法 とプ リックテス トを実施 した.

CAP法 とRAST法 との相関はハ ウスダス トと犬皮屑 を除いて吸入性抗原,食 物性抗原 ともに良好であった.吸 入

性抗原では,CAP法 の感受性がやや鋭敏であると思われ,特 に犬皮屑,ス ギ花粉の場合に顕著であった.ハ ウスダ

ス トに関 しては両者の一致率は悪 く感受性の面で もCAP法 はRAST法 に劣 ってた.一 方CAP法 とプ リックテス

トとの相関 も良好 で,や は り吸入性抗原でのCAP法 の感受性が高か った.今 回の検討か らはCAPシ ステムは特異

IgE抗 体 測定方法 として信頼性が高 く,そ のほか従来のRAST法 にはない種々の利点 を持つ優秀な検査法 と思われ

た.

は じめに

アレルゲン特異IgE抗 体 の測定には,従 来ペーパー

ディスクに よるRAST法 が使用されてきたが,近 年 フ

ァルマシア社か らCAPシ ステム と呼ばれる方法が開発

された.

CAPと は従来のペーパーディスクと同一のゼルロー

ス誘導体 をスポンジ状 にしてカプゼル内に充填 した も

ので,以 下のような種々の利点を有す る.1)固 相 あ

たりの結合ア レルゲン蛋白量がペーパーディス クの3

倍以上,チ ューブ固相の50倍 以上 である.そ れにより

特異IgE抗 体 の検 出能が上昇 し,特 異IgG抗 体 の影響

を受けに くい.2)反 応がスポンジ固相内に吸収 され

た状態で行われ るため,溶 液 中のIgE抗 体 や トレーサ

ーの拡散距離が非常に短 くな り反応が迅速に進む
.3)

測定 範囲が従来法の5.7倍 に広がった.4)レ フ ァレン

スが安定 している.5)非 特 異IgEの 影 響 を殆 ど受け

ない.6)操 作 手技が簡便 である,な どである1).今 回

我々はCAPシ ステムにより特異IgE抗 体 を測定 し従来

のペーパーディスクによるRAST法(以 下RAST法),

プ リックテス ト(Skin Prick Test,以 下SPT)と 比

較 した.

Abbreviations: RAST; radioallergosorbent test, 

SPT; skin prick test
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対象 と方法

対象は何 らかのアレルギー性疾患を有する患者126名

で(表1),CAPシ ステムによ り15項 目の特異IgE抗

体 を蛍光酵素抗体法で測定 した.真 菌抗原については

初めはマルチアレルゲン(mx2)を 使 用 し,そ の陽性

検体についてさらに5項 目単独で調べ た.ま た,行 い

得 る範囲で,従 来のファルマ シアPhadebas RAST法

に よる測定 とSPTを 実 施 し,CAPシ ステムによる測

定結果 との比較 をおこなった.SPTは,抗 原 として ト

リイス クラッチエキスを用いた.50%グ リゼ リン生理

食塩液を対照 として陰性 コン トロール とし,対 照液に

1mg/mlヒ ス タミンを加 えたものを陽性 コントロール

とした.SPTの 判定基準は,膨 疹径が陰性 コン トロー

ルの1mm以 上大 きいものを陽性 とした.な お,CAP

システムにおけるレファレンスは,WHOのIgE標 準

品 で検 定 され て お り,そ の ク ラ ス は 通 常 のRASTク ラ

ス と一 致 す る1).即 ち,レ ス ァ レ ン ス0 .35U/ml未 満 が

ク ラ ス0,同0.35以 上0.7未 満 が ク ラ ス1,0.7以 上3.5

未 満 が ク ラ ス2,3.5以 上17.5未 満 が ク ラ ス3,17.5以

上50未 満 が ク ラ ス4,50以 上100未 満 が ク ラ ス5,100

以 上 が ク ラ ス6で あ る.

表1 対 象 結 果

1.CAP法 に よる各ア レルゲン別陽性率

各アレルゲン別のCAPク ラス2以 上,お よびクラス

1の 陽性率 を図1に 示 した.吸 入性ア レルゲンではヤ

ケヒョウヒダニ,コ ナ ヒョウヒダニ,ハ ウスダス トI

が 高 く,ス ギ花粉,猫 上皮,犬 皮屑の順 であった.食

物抗原では米が28.6%で 最 も高 く,卵 白(26.2%),ソ

バ(23 .3%),大 豆(19.2%),小 麦,牛 乳の順であっ

た.真 菌 についてはmx2陽 性検体に対 してそれぞれ

の真菌単独の測定 を実施 したため例数が少ないが,カ

ンジダでやや高い と思われた.

2.CAP法 とRAST法 の全体 での相関

CAP法 とRAST法 の クラスの全体での相関を図2に

図1 CAP法 に よるアレルゲン別陽性率

図2 CAP法 とRAST法 との全体での相関

(n=1103)
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示 し,一 致率 を表2に 示 した.総 検体数1,103検 体 のう

ち,ク ラスの一致 したものが67.7%,ク ラスの違いが

1以 内である場合が92.4%と 良好な相関が得 られた.

クラスの違いで3以 上のものは0.9%で あ った.た だし,

比較す る場合に,CAPク ラスで4以 上の ものはクラス

4と して計算 した.

3.CAP法 とRAST法 の 各アレルゲン別相関

CAP法 とRAST法 に よる各アレルゲン別の相関性を

表3に 示 した.こ こでもCAP法 で クラス4以 上のもの

はクラス4に 組み入れて計算 した.一 致率 は両者の ク

ラスが全 く一致 したものの割合であり,陽 性一致率,

陰性一致率は,ク ラス2以 上 を陽性,ク ラス1以 下 を

陰性 とし,そ れぞれRAST陽 性者に対す るCAP陽 性

者,RAST陰 性 者に対するCAP陰 性 者の割合 である.

表2 CAP法 とRAST法 の全体 でのConcordance

表3 CAP法 とRAST法 の各アレルゲン別相関性

食物抗原では,平 均一致率 は70%と 比較的良好 な相

関が得 られたが,牛 乳 とソバ抗原では両者に相違がみ

られ,ソ バ抗原のCAP法 での陽性率がRAST法 での

陽性率 よりかな り高 く,逆 に牛乳ではCAP法 での陽性

率がRAST法 で の陽性率 を下 まわった.ダ ニ,猫 上皮

での相関性は良好であ り,感受性 はいずれ もCAP法 で

優れていると思われた.犬 皮屑においては,CAP法 と

RAST法 の感度に大 きく開きがあ り,そ のため一致率

も他 に比べ て低か った.ハ ウスダス トIに ついては,

CAP法 で の感度が非常に低 く一致率 も悪か った.花 粉

抗原では,平 均一致率は58%で あったが,い ずれもCAP

法 の感度がRAST法 の感度 を大 きく上 まわってお り,

ス ギ花粉で顕著であった.真 菌については例数が少な

いが,い ずれ もCAP法 で の感度がやや優 っていると思

われた.

4.CAP法 とSPTと の相関

CAP法 とSPTと の各アレルゲン別相関性 を表4に

示 した.そ の際,CAP法 での陽性をクラス1以 上 とし

た場合 とクラス2以 上 とした場合 に分けて検討 した.

陽 性一致率,陰 性一致率はそれぞれ,SPT陽 性 者に対

するCAP陽 性 者,SPT陰 性者に対す るCAP陰 性 者の

割合 である.

食物性抗原では一致率はCAPク ラスで1以 上 を陽性

とした場合,2以 上を陽性 とした場合,そ れぞれ68%

表4 CAP法 とSPTと の相関
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以上,73%以 上 と良好であった.ま た,ク ラス1以 上

を陽性 とした場合 と2以 上 を陽性 とした場合 を比較 し

てみ ると,一 致率は2以 上 を陽性 とした場合に良い相

関が得 られた.し かしその場合,陽 性一致率は60%を

下 まわるものが多く,あ まりよい結果は得 られなかっ

た.ダ ニ,動 物上皮性抗原では概 して良好な一致がみ

られた.特 に猫上皮では一致率,陽 性一致率,陰 性一

致率 とも高値であった.犬 皮屑が他に比べて一致率が

悪かった.ハ ウスダス トでは陰性一致率が低いが,そ

れはSPT陰 性-CAP陽 性 例が多いためであった.花

粉抗原ではスギでCAP法 での陽性例が多いことが目立

った.真 菌抗原 もいずれ もCAP法 での陽性例がSPT

のそれ を上 まわった.吸 入性抗原でもCAPク ラス2以

上 を陽性 としたほ うが一致率は良好で,犬 皮屑,ペ ニ

シ リウム,ア ルテルナ リアを除いて,ク ラス2以 上を

陽性 とした場合に,陽 性一致率 を減ずることな く陰性

一致率が大 きく上昇 した
.な お,ダ ニ,ス ギ,真 菌抗

原で陰性一致率が低いが,そ れはこれらの抗原でSPT

陰 性-CAP陽 性例が特に多いためであった.

5.SPT,CAP法,RAST法 それぞれのアレルゲン

別陽性率の比較

SPT,CAP法,RAST法 でのアレルゲン別陽性率 を

図3に 示 してある.食 物抗原において,三 者は クラス

2以 上を陽性 とした場合に良 く一致 した.ソ バでは,

RAST法 が他の二者 よりやや感度が劣っていた.逆 に

牛乳では,RAST法 が他の二者 を上 まわっていた.ハ

ウスダス ト,ダ ニでは三者 とも陽性例が 多く,結 果 も

よ く一致 した.猫 上皮ではSPTが 他 二者よりやや低 く,

犬皮屑 ではRAST陽 性率が低 い点が 目立 った.花 粉抗

原では,ス ギ花粉でCAP法 で の陽性率が高いことが注

目された.真 菌では,ア ルテルナ リアを除いてプ リッ

クテス トの陽性例が他の二法を下 まわる傾 向がみられ,

CAP法 で の感度が高い結果が得 られた.

6.CAP法,RAST法 それぞれのSPTと の相関の比

較

CAP法,RAST法 をそれぞれのSPTと の相関 を表

5に 示 し比較 した.た だしCAP法,RAST法 と もクラ

ス2以 上 を陽性,1以 下 を陰性 とした.食 物抗原では,

米,小 麦,大 豆でCAP法 はRAST法 よ り良 くSPTと

一 致 した
.牛 乳,卵 白では陽性一致率がCAP法 で低か

った.吸 入性抗原では,ハ ウスダス トI,犬 皮屑,ス

ギを除いてCAP法 はRAST法 と同程度,な い しそれ

以上にSPTと 一致 した.

考 察

特異IgE抗 体 測定方法 としては従来はペーパーディ

スクによるRAST法 が主流であったが,最 近それに代

図3 SPT,CAP法,RAST法 それぞれのアレルゲ ン別陽性率
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表5 CAP法,RAST法,そ れぞれのSPTと の相関

わり得 る測定方法 として,MAST法,FAST法,CAP

法 な どが開発されている.い ずれ も,放 射性 同位元素

を使用せず,操 作手技が簡便 であることが特徴 とされ

ている.た だ,そ れらの臨床面における検討は,未 だ

各方面で行われているところである.CAP法 に おいて

はこれまでに種々の検討がなされているが,多 数のア

レルゲンで他法 と比較検討をしたものは少ないようで

ある.今 回我々は,126名 を対象に,総 数1 ,103検 体 に

ついて検討 をお こなった.CAP陽 性判定 をクラス1以

上とす るか,ク ラス2以 上 とするかについては,今 回

の我々の検討 では,ク ラス2以 上 を陽性 と考えたほ う

が他法の結果 と良い相関が得 られた.厨 子らもクラス

2以 上を陽性 とした場合にfalse negativeは 変 わらず,

false positiveが 減少す ると報告 している2).ま た,今

回の我々の検討では,正 常者に対 しての特異性につ い

ての検討はおこなっていないが,正 常血清28名 ×20抗

原,560検 体 中557検 体 で陰性であった とい う1).我々 は

今回,測 定に蛍光酵素抗体法 を使用 したが,CAP法 は

radioimmunoassayで も行 うことがで き,か ついずれ

の方法でも結果に差異はない と思われる3).

各 ア レルゲン別陽性率 では,概 ね従来のRAST法 に

よるもの と似ているが,米 による陽性率 と,ス ギ花粉

による陽性率が高い と思われた.後 者については今回

の対象にアレルギー性鼻炎患者が多かったこ とがひと

つの要 因と思われた.し か し対象中アレルギー性鼻炎

患者の占める割合が我々の場合 より相当程度低 い場合

に も,同 様の傾向がみ られている4).米 をは じめ として

穀物抗原陽性率 が高いが,こ れは,母 集団中のア トピ

ー性皮膚炎の占め る割合が高か
ったため と思われ る.

小 松 らに よれば,米 アレルゲンのCAPク ラスとア トピ

ー性皮膚炎の重症度が良好 な相関 を示 したという5)
.

RASTク ラス との相関性につ いては,全 体 でクラス

が完全に一致するものが67.7%,ク ラス間相違が2以

上の ものは7.6%で,相 関性は非常に良好であった.陽

性率か らみると,感 受性は概ねCAP法 はRAST法 と

同等ない し上 まわっていると思われた.特 に吸入性の

抗原の場合にその傾向が強い.ソ バ,犬 皮屑,ス ギ,

ブ タクサにおいてCAPク ラスがRASTク ラスより明

らかに高 くなる傾 向がある.Evanら が 吸入性抗原(ヤ

ケヒョウヒダニ,オ オアワガエ リ,猫 上皮,ク ラ ドス

ポリウム,ア ルテルナ リア)で336検 体 に対 して行 った

検討で もCAP陽 性-RAST陰 性 が6.6%,CAP陰 性-

RAST陽 性 が0.6%と,CAP法 の感受性が優 る結果が

得 られている6).我々 の場合 もハ ウスダス トを除いた吸

入性抗原に関 してみ ると,そ れぞれ9.2%,2.4%で あ

った.ま たBousquetら のおこなった検討において も,

吸入性抗原での感受性 に関 して同様の結果が得 られて

いる7).一 方岩崎らは逆にCAP陽 性-RAST陰 性者の

中では,卵 白,ミ ル ク陽性者が多かったという結果を

得ている8).

CAP法 でのスギ花粉陽性率が高いことは,SPTも 含

めた三者での比較か らみて明 らかで,CAP法 の ひとつ

の特色であると思われ る.こ の点臨床症状 との比較が

重要 であ るが,大 塚 らのおこなった検討では,問 診上

アレルギー歴を有 しない28例 中2例 でCAP(Phadiatop)

陽 性 であ り,う ち1例 はダニ とスギ,あ との1例 はス

ギ,ダ ニ,ペ ニシリウムで陽性であったとい う9).今 後

更に検討を進めてい く必要があろう.犬 皮屑 について

は,SPTとCAP陽 性 がよ く一致 し,従 来の臨床症状

とRAST値 の不一致 を補い得 ると思 われた.反 対に,

牛乳ではCAP陽 性率がやや低 いのではないか と思われ

た.ハ ウスダス トにおいては,CAPク ラスがRASTク

ラスを下 まわるものが特に多いが,こ れはファルマ シ

ア社がハ ウスダス ト抗原 を自社で所有 しておらず,抗

原のlot間 の差異がひとつの原因ではないか と考 えられ

る.真 菌抗原においては,い ずれ もCAP法 での感受性

がRAST法 の それを上 まわっていたが,真 菌での場合

のような特 異IgE抗 体 値の低い領域での感受性の良 さ

は,CAP法 の理論上有す る感受性の良さを裏づ けるも

のか も知れない.
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結 語

今回の我々の検討では,CAP法 に よる測定結果は従

来のRAST法 に よる測定結果,SPTの 結果 とよく一致

し,信頼性は高いと思われた.操 作手技の簡便 さ,running

cost,所 要 時間の短 さ(約3時 間30分)の 面か らも,CAP

法 は今後従来のRAST法 に代わって臨床面で使用され

るこ とが多くなるであろう.個 々の面では犬皮屑,ソ

バ抗原,真 菌抗原では,徒 来のRAST法 よ り優秀であ

ると思われ るが,ハ ウスダス ト,牛 乳では劣 ってお り,

改善の余地があると思われた.ス ギ抗原での結果につ

いては臨床症状 と伴せ て今後の検討が必要であろう.
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MEASUREMENT OF SPECIFIC IgE ANTIBODIES BY CAP SYSTEM 

AND COMPARISON AMONG CAP, RAST AND SKIN PRICK TEST.

 Satoru Doi, Naomi Yamamoto and Hideshi Nagai 

Department of Pediatrics, Hekinan Municipal Hospital 

 Masanori Yamada, Koumei Ito and Shimpei Torii 

   Department of Pediatrics, Nagoya University 

       Toshiko Iguchi and Masano Ueda 

Department of Pediatrics, National Chuubu Hospital 

              Satoru Kikuchi 

Department of Pediatrics, Okazaki Municipal Hospital

 Paper disk RAST test is widely used for assay of serum specific IgE antibody. Recently, a new assay 

technique for it, called CAP system, is available from Pharmacia. 

 We utilized CAP system to titrate serum specific IgE antibodies and compared the results with those of 

RAST and skin prick test. One hundred twenty-six patients with allergic diseases were studied. Serum 

specific IgE antibodies to 15 allergens were measured by f luorometric CAP system. Then we performed
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RAST with same sera and skin prick test to the same patients. Correlations between the results of CAP and 

those of RAST were good in inhalant allergens except for house dust and also in food allergens. CAP system 

seemed to have better sensitivities than RAST for inhalant allergens, especially for dog dander and for 

Japanese ceder. As concerns house dust, CAP had less sensitivity than RAST and the correlation between 

them was not good. Correlations between CAP and spin prick test were also good, and CAP had better 

sensitivities than skin prick test for inhalant allergens. As a result, CAP system appeares to be a reliable good 

in vitro test for measuring serum specific IgE antibodies providing some other advantages. 
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